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【研究概要】 
[研究テーマ：新規危険ドラッグの乱用実態把握のための効果的な調査手法の確立]  
[緒言] 近年、危険ドラッグの流行が沈静化する一方で、大麻使用者の増加が報告されている。使

用される大麻の形状が多様化しており、大麻ワックスや大麻リキッドといった THC を濃縮・抽

出した製品や、食品に混入した大麻クッキーなど（食用大麻）が押収されているが、地域におけ

る乱用実態は依然として不明である。そこで、本研究では、薬物使用者が多いレクリエーショナ

ル・セッティングの一つとして野外フェスティバルの来場者を対象とした調査を通じて、大麻使

用者の特徴を明らかにすることを目的とした。 
[方法] 対象は、関東地方で開催された音楽関連の野外イベント（野外フェスティバル）に参加し

た 16 歳以上の来場者であった。計 2 回のイベントで、携帯端末やタブレットを活用したオンラ

イン調査を実施し、計 437 名より有効回答を得た。大麻の使用経験に基づき、大麻使用経験の無

い Non-users（n=382）、大麻使用経験はあるが、1 年以内の使用がない Ex-users（n=44）、過去 1 年

以内に大麻を使用した Current-users （n=11）の 3 群に分類した。 
[結果]  
1. 大麻の生涯経験率は 12.6%、過去 1 年経験率は 2.5%であった。 
2. 使用した大麻の形状は、乾燥大麻（10.5%）、大麻樹脂（4.6%）、食用大麻（2.7%）、大麻リキッ

ド（1.4%）、大麻ワックス（1.1%）であった。 
3. 大麻使用時の併用薬物は、アルコールが最も多く（64.7%）、タバコ（55.9%）、覚せい剤（23.5%）、

危険ドラッグ（17.6%）、コカイン（17.6%）と続いた。 
4. 大麻使用と飲酒との関連は、過去 1 年間の飲酒率は Non-users（81.4%）、Ex-users（61.4%）、

Current-users（100%）であった（p=0.003）。過去 30 日間の飲酒率は、Non-users（68.6%）、Ex-users
（54.5%）、Current-users（81.8%）であった（p=0.102）。過去 30 日間のビンジ飲酒率は、Non-users
（42.7%）、Ex-users（38.6%）、Current-users（72.7%）であった（p=0.113）。 
5. 北米における大麻合法化に対する考えは、Non-users は、「医療目的は賛成だが、嗜好目的は反

対」が 52.4%と最も多かった。Ex-users および Current-users は「どのような目的でも賛成」という

回答が最も多かった（Ex-users：40.9%、Current-users：90.9%）（p<0.001)。 
[考察]一般住民に比べて高い大麻使用率が観察された。従来の乾燥大麻や大麻樹脂のみならず、

食用大麻、大麻リキッド、大麻ワックスなど新たな形状の大麻の乱用実態が確認された。本研究
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のデータからは大麻使用者におけるアルコール関連の問題性は見いだせなかった。国内の大麻使

用者の多くが北米における大麻合法化（医療目的、嗜好目的の両方）に賛同していた。大麻使用

経験のない者であっても、大麻の医療目的での利用については賛同していた。 
[結論] 本研究では、薬物使用者が多いレクリエーショナル・セッティングの一つとして、音楽系

の野外イベント（野外フェスティバル）に着目し、来場者を対象とした実態調査を通じて、大麻

の乱用実態を把握する試みを行った。本研究で確立された調査手法は、短期間かつ低予算で地域

における薬物乱用の実態を掘り下げることができ、今後の新規危険ドラッグの乱用実態を把握す

るために応用できると結論付けた。ただし、レクリエーショナル・セッティングで捕捉できる調

査対象者に代表性はないため、一般住民調査のような代表性のある調査データと組み合わせた上

で乱用実態を捉えることが必要である。 
 

緒言 
 
近年、危険ドラッグの流行が沈静化する一方

で、大麻使用者の増加が報告されている。2019
年に実施された薬物使用に関する全国住民調

査によれば、大麻使用の生涯経験率は 1.8%（推

計値）であり、これは調査が開始された 1995 年

以降で最も高い数字となった。調査対象となっ

た 15～64 歳の人口に換算すると、生涯経験者

数は全国で約 160 万人に該当する。 
使用される大麻の形状が多様化しており、大

麻ワックスや大麻リキッドといった THC を濃

縮・抽出した製品や、食品に混入した大麻クッ

キーなど（食用大麻）が押収されているが、地

域における乱用実態は依然として不明である。

そこで、本研究では、薬物使用者が多いレクリ

エーショナル・セッティングの一つとして音楽

系の野外イベント（野外フェスティバル）の来

場者を対象とした調査を通じて、大麻使用者の

特徴を明らかにすることを目的とした。 
 
１）レクリエーショナル・セッティングにおけ

る大麻の乱用実態（１-2年目） 
 
 1-2 年目は、レクリエーショナル・セッティン

グにおいてデータコレクションを行った。対象

は、関東地方で開催された野外フェスティバル

に参加した 16 歳以上の来場者であった。計 2 回

のイベントで、携帯端末やタブレットを活用し

たオンライン調査を実施し、計 437 名より有効

回答を得た。主たる結果は次の通りであった。 

1. 大麻の生涯経験率は 12.6%、過去 1 年経験

率は 2.5%であった。 
2. 使用した大麻の形状は、乾燥大麻（10.5%）、

大麻樹脂（4.6%）、食用大麻（2.7%）、大麻

リキッド（1.4%）、大麻ワックス（1.1%）で

あった。 
3. 大麻使用時の併用薬物は、アルコールが最

も多く（64.7%）、タバコ（55.9%）、覚せい

剤（23.5%）、危険ドラッグ（17.6%）、コカ

イン（17.6%）と続いた。 
薬物使用に関する全国住民調査（2019 年）に

よれば、15～64 歳の一般住民における大麻の生

涯経験率は、1.8%、過去 1 年経験率は 0.10％と

報告されている。これに比べて、レクリエーシ

ョナル・セッティングにおける大麻の使用率は

極めて高く、薬物使用者が多い集団であること

が確認された。 
また、従来から乱用の対象となっている乾燥

大麻や大麻樹脂のみならず、食用大麻、大麻リ

キッド、大麻ワックスなど新たな形状の大麻の

乱用実態が確認された。 
 
２）大麻使用者の特徴に関する分析（３年目） 

  
 3 年目は、新型コロナウイルス感染拡大に伴

い、今年度は多くの野外フェスティバルが開催

中止となり、新たな情報を収集することができ

なかった。そこで、1-2 年目の研究で取得したデ

ータを再分析し、大麻使用実態に関する新たな

知見を得ることを目的とした。具体的には、１）

大麻使用とアルコール摂取との関係性を明ら
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かにすること、２）海外における大麻の合法化

（非犯罪化）が、レクリエーショナル・セッテ

ィングの対象者に与える影響を調べることを

目的とした。主たる結果は次の通りであった。 
1. 飲酒に関する結果は、過去 1 年間の飲酒率

は Non-users（81.4%）、Ex-users（61.4%）、

Current-users（100%）であった（p=0.003）。
過去 30 日間の飲酒率は、Non-users（68.6%）、

Ex-users（54.5%）、Current-users（81.8%）で

あった（p=0.102）。過去 30 日間のビンジ飲

酒率は、Non-users（42.7%）、Ex-users（38.6%）、

Current-users（72.7%）であった（p=0.113）。 
2. 北米における大麻合法化に対する考えは、

Non-users は、「医療目的は賛成だが、嗜好

目的は反対」が 52.4%と最も多かった。Ex-
users および Current-users は「どのような目

的でも賛成」という回答が最も多かった

（Ex-users：40.9%、Current-users：90.9%）

（p<0.001)。 
過去 1 年以内に大麻の使用経験を有する

Current-users の飲酒率（過去 1 年間）、飲酒率（過

去 30 日間）、ビンジ飲酒率（過去 30 日間）は、

他の群に比べて高いという結果が得られたが、

統計学的に有意な差は認められなかった。本研

究のデータからは大麻使用者におけるアルコ

ール関連の問題性は見いだせなかった。国内の

大麻使用者の多くが北米における大麻合法化

（医療目的、嗜好目的の両方）に賛同していた。

大麻使用経験のない者であっても、大麻の医療

目的での利用については賛同していた。 
 

【総 括】 
 

本研究では、薬物使用者が多いレクリエーシ

ョナル・セッティングの一つとして、音楽系の

野外イベント（野外フェスティバル）に着目し、

来場者を対象とした実態調査を通じて、大麻の

乱用実態を把握する試みを行った。本研究で確

立された調査手法は、短期間かつ低予算で地域

における薬物乱用の実態を掘り下げることが

でき、今後の新規危険ドラッグの乱用実態を把

握するために応用できると結論付けた。ただし、

レクリエーショナル・セッティングで捕捉でき

る調査対象者に代表性はないため、一般住民調

査のような代表性のある調査データと組み合

わせた上で、乱用実態を捉えることが必要であ

る。 
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